
救急隊員 石田
い し だ

 麻美
あ さ み

さん（金沢市） 

この仕事しかないと思い，なりました。女性患

者には良い安心感が与えられます。 

看護師 山口
やまぐち

 篤史
あ つ し

さん（金沢市） 

この仕事に就きたくて転職しました。お世話している

患者さんに喜んでもらえるとうれしいです。 

保育士 沢口
さわぐち

 朋之
ともゆき

さん（金沢市） 

子どもと遊ぶのが楽しく，笑っていられます。

自然体で仕事をしています。 

 

４ 
                      

～性別にとらわれない職業選択をしよう～ 

 
自分の将来の夢を描くときに，固定的な性別役割分担意識にとらわれずに，広い選択肢の中か

ら、職業を選択することができることを知る。 

 

         （①～⑤で 1時間，⑥は別時間を設定） 

 

① ワークシートを配布する。 

② マンガのセリフを声を出して読み，どんな場面か理解する。 

③ 「あなたならどうする？」と問いかけて，一人ひとりが女の子・男の子の言いたい言葉，そ

のときの表情を考えて，最後の一コマを完成させる。 

④ 子どもたちが考えた４コママンガを発表させ，意見交換をする。 

⑤ 性別にこだわらないで，石川県内で活躍している人たちを紹介する。 

⑥ 紹介した人たちを呼んで，職業人と語る会等（キャリア教育の一環として）で直接話を聞く。 

 

資料      性別にこだわらず活躍している人たち 

 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

《小学校 高学年～中学校》 

自分のなりたいものをめざそう！ 
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◇救急隊員 石田麻美さん（金沢市） 

 金沢市消防局金沢中央消防署で救急吏員・救急隊員として活躍中。 

 高校の時父親が交通事故に遭い、その時に乗った救急車での経験が、この職業選択につながりま

した。これしかないと思いこの仕事に就きました。元気になった方がお礼に来てくれると嬉しいで

す。女性患者さんには同じ女性ということで、安心感を与えています。しかし、体力勝負なので、

ストレッチャーで人を運ぶ時は、仲間から配慮をしてもらう場面もあります。 

 この仕事に就きたいと言ったとき、最初家族はびっくりしていましたが、現在家族も応援してく

れています。夫も同業者です。男だから女だからではなく、個人としてそれぞれの長所短所を生か

していくことが大切だと思います。女性が入ることで、職場の会話も変わりました。これからも、

女性が入ってほしいと思います。 

 

 

◇看護師 山口篤志さん（金沢市） 

 城北病院看護師として活躍中。 

 工業高校を卒業し、コンピュータ会社で働いた経験もありますが、母親をなくした経験から看護

師になろうと思いました。最近は、男性看護師も増えてきましたが、病棟によって多少差はありま

す。 

 寝たきりの患者さんや、体格の大きい方の看護はしやすいですが、若い女性患者さんの看護はし

にくい処置もあります。看護師としての毎日の中で、患者さんから話しやすいと言われると嬉しい

ですね。 

 この職業を選択した時、家族は「したいことが決まってよかった」「人のためになる仕事ができ

いいね」などと応援してくれました。どんな仕事でもなれるし、それぞれの仕事が世の中の役に立

っています。 

 

 

◇保育士 沢口朋之さん（金沢市）    

 あゆみ保育園保育士。08 年度、年長組の担任として活躍。 

 中学生の頃、親戚の子どもを預かった時に、子どもと遊ぶのは楽しい、笑っていられると感じ、

この職業を選択しました。現在、石川県内では保育士全体の１０％である４０～５０人の男性保育

士の人が活躍しています。 

 自然体で仕事をしているのであまり困ったと感じることもないです。子どもの成長を一つひとつ

見られるのが楽しみです。 

 

 

◇警察官・交通機動隊 木下越子さん（金沢市）    

 交通機動隊に配属されて７年目。白バイ隊員として交通違反を取り締まっています。副隊長も「バ

イク技術はベテランの域。根性がある」と信頼を寄せています。 

心に残るのは、2007 年の能登半島地震。「自分に何ができるんやろう」と、迷いながら被災地へ

向かいました。「白バイまで来てくれたんなら大丈夫やね」現地で高齢の女性が声を掛けてきまし

た。被災地に安心してもらえたとうれしく感じました。 

やりがいのある仕事です。しかし「夏場は日焼けしてサングラスの跡が残ってしまいます」と少

し悩みます。 

県警は、1947 年、１２人の女性警察官を採用しました。しかし、労働環境が整っていないと、翌

年には中止になりました。採用復活は、８０年以降の男女雇用機会均等法や、女性の深夜勤務の規

制緩和といった流れを待つことになりました。現在、県警の女性警察官は８３人です。全警察官の

約 4,3％に当たります。     ＊2009 年１月６日（火）北陸中日新聞  いしかわ総合「平成の成人式」より 

 

 

 




